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濃度 0～150mMで用いた．細菌として St. mu-











　培養液中の pH値は St. mutansが pH4.18±0.03， 
St. sobrinusが pH4.12±0.03であった．カテキン
添加により St. mutansは pH₇.39±0.03，および
St. sobrinusは pH₇.4₇±0.03とともに脱灰を起こ
す pH5.5以下の低値から中性域への回復が確認さ
れた．また，St. mutansおよび St. sobrinusとも
にカテキン添加により，ハイドロキシアパタイト
の脱灰量が実験開始から₇2時間で St. mutansで










は，0.03mMから St. mutansおよび St. sobri-
nusの細胞代謝活性，酸産生およびグルカン合成
を抑制した．また，カテキンを添加した St. mu-
tansおよび St. sobrinusの培地において，ハイド
ロキシアパタイトの脱灰を抑制した．以上より，
カテキンは齲蝕を抑制できる可能性が示唆された．
